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株式会社マクルウ  

〒418-0023 静岡県富士宮市山本 286-1 

TEL:0544-24-5900  FAX:0544-24-5900 

プレスリリース カテゴリー:［新技術開発］ 

2016 年 8月発信 

報道関係者各位 

生体分解性マグネシウム合金ステントを想定した 

マグネシウム合金チューブの冷間引抜き加工に成功しました 

～ステント用チューブに要求される厳しい仕様を一般的な加工方法で実現し、 

生体分解性マグネシウム合金ステントの開発に貢献します～ 

 

株式会社マクルウ（本社：静岡県富士宮市、代表取締役：安倍雅史）は、独自に開発したマグネシウ

ムチューブ冷間引抜き技術を活かし、生体分解性マグネシウム合金ステントを想定した、外径φ2mm・肉

厚 0.15mm・長さ 1000mm 超のマグネシウム合金チューブの冷間引抜き加工に成功しました。 

本技術により、ステント用チューブに要求される仕様（細管化、結晶粒微細化、高い寸法精度）を、

特別な設備や工法を用いること無く低コストで実現し、生体分解性マグネシウム合金ステントの開発に

貢献していきます。 

※ 本事業は、静岡県産業振興財団「しずおか産学官連携研究開発助成事業」の助成を受け、山梨大

学工学部吉原研究室との共同研究により進めたものです。 

＜ステントの使用イメージ＞      ＜冷間引抜き加工マグネシウム合金チューブ＞ 

 

【生体分解性ステントとは】 

動脈硬化などにおいて発生した血管の狭窄部位を拡張するためのステントは、当該部位の治癒に効果

が高く広く活用されていますが、治癒後も体内に残るステントが原因となる再狭窄（再び血管が狭くな

ること）の問題が指摘されています。この問題を抜本的に解決するため、狭窄部位の治癒後にステント

が消失する「生体分解性ステント」の研究が進められています。 

 

【なぜマグネシウムなのか】 

マグネシウムはヒトの体にとって重要な必須元素であり、生命の維持、身体の健康と極めて密接な関

係を有しています。また、化学的性質が非常に活発であり、塩素イオンを含むヒトの生理環境で腐食し
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やすい特徴があります。更に、金属としての強度や弾性を有することから、生体分解性ステントに適し

た素材としてマグネシウム合金の研究が世界各地で進められ、本用途に適した合金開発、生体分解シミ

ュレーション等の研究が進められています。 

 

【生体分解性ステントを実現するための技術】 

前述の合金開発、生体分解シミュレーション等に加え、「生体分解性ステント」の形状・構造を実現す

る技術開発が進められています。その中でも、ステントの素材であるチューブに求められる細管化、結

晶粒微細化、高い寸法精度を実現するため、冷間引抜き加工技術の確立が求められています。 

 

【実現した技術の詳細】 

＜別紙＞ 

 

【株式会社マクルウの冷間引抜き加工技術】 

株式会社マクルウの冷間引抜き加工技術は、その結晶構造から不可能と言われていたマグネシウムの

冷間引抜き加工を実現するため、熱処理、潤滑、工具設計等様々な生産条件を最適化することで実現し

たものです。冷間引抜き加工技術により、機械的性質や寸法精度、表面粗度の向上を始め、結晶粒微細

化による材料特性の向上が期待されています。本技術は、自動車部品であるショックアブソーバーやガ

スダンパー等に用いられる引抜き鋼管技術の応用により開発したもので、旧来の技術を新素材へ転用す

ることで新たな価値を創造いたしました。本技術により、実用金属中最軽量、高い振動吸収性、生体分

解性等マグネシウムの特徴を活かす用途を開発することで、マグネシウムの様々な製品や技術を提案し

ていきます。 

 

■株式会社マクルウについて 

株式会社マクルウは、「マグネシウムの新たな世界を切り拓く」という理念のもと、独自技術である冷

間引抜加工技術を核に様々なマグネシウム加工技術を開発しています。合わせて、杖・車椅子・盲導犬

ハーネスなど福祉用具の開発を中心にマグネシウムを活用した製品開発を進めています。2014 年、「社

名の由来コンテスト 社名大賞」（コクヨファニチャーofon 主催）、「しずぎん起業家大賞 次世代技術部

門 最優秀賞」(静岡銀行主催)、「Rise Up Festa 先端技術・素材分野 優秀賞」 (三菱東京 UFJ 銀行主

催) を受賞しました。 

 

＜会社概要＞ 

株式会社マクルウ 

【住所】 静岡県富士宮市山本 286-1 

【代表者】 代表取締役 安倍 雅史 

【設立】 2010 年 1月 

【資本金】 3500 万円 

【事業内容】マグネシウム合金製品開発など 

【URL】http://macrw.com 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

株式会社マクルウ 担当：安倍 信貴 

TEL：0544-24-5900 FAX：0544-24-5900 E-mail：n_abe@macrw.xsrv.jp 

http://macrw.com/
mailto:n_abe@macrw.xsrv.jp
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＜別紙＞ 

 

【実現した技術の詳細】 

 合金規格：ZM21（亜鉛 2%、マンガン 1%を含むマグネシウム合金） 

 寸法：外径 φ2mm X 肉厚 0.15mm X 長さ 1000mm 超 

 加工工程： 

 素材寸法：外径 φ3mm X 肉厚 0.2mm X 長さ 1000mm （熱間押出チューブ） 

 加工工程：先付け・熱処理・潤滑・引抜き（一般的な加工方法と同一工程） 

 加工後寸法：外径 2mm X 肉厚 0.15mm X 長さ 1000mm 超 

 加工率：チューブの断面積減少率約 50% 

 冷間引抜き加工品の特性評価 

試料…試料 A 引抜き加工後（外径 φ2mm X 肉厚 0.15mm X 長さ 1000mm 超） 

   試料 B 引抜き加工前（外径 φ3mm X 肉厚 0.2mm X 長さ 1000mm） 

 

1. 機会的特性評価 

（表 1）実験条件 

  

 

 

 

 

（図 1）真応力‐真ひずみ線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 2） 

 

 

 

 

 冷間引抜き加工により、引張強さ及び 0.2%耐力の向上が確認された。これにより、

ステント拡張時の保持力等、ステントとして求められる機械的性質の確保が期待

される。 

 

評点間距離[mm] 10 

試験速度[mm/min] 0.5 

ひずみ速度[s-1] 8.3×10-4 

試験温度 室温 
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True strain ε 

実線…試料 A 

破線…試料 B 

 

  縦弾性係数[GPa] 引張強さ[MPa] 0.2%耐力[MPa]  破断ひずみ 

試料 A 22.4 203 182  0.096 

試料 B 22.2 197 102 0.107 
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  2. 組織観察 

（表 3）結晶粒観察条件 

観察機材 倒立金属顕微鏡 MA200 (NIKON 製) 

観察倍率 300 倍 

エッチング溶液 8%ピクリン酸，99.7%酢酸溶液 

 

（表 4）組織観察結果 

試料 A             試料 B 

 

 

 

  

 

 

 

 

（表 5）平均結晶粒径 

 試料 A 試料 B 

平均結晶粒径[µm] 5.5 8.4 

 

 冷間引抜き加工により、結晶粒径の微細化が認められた。これにより、ステント拡張時

の変形性及び腐食制御の向上が期待される。 

 

※本評価結果は、山梨大学工学部吉原研究室のご協力によるものです。 
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